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Ⅰ研究の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分か りやす く記入 のこと)
反応性の異なる非対称脂環式二酸無水物DAn(右図)を用いて両親媒
性交互共重合ポリイミドの合成を試みた。具体的には、親水基としてオ
キシエチレン基，疎水基としてメチレン基を有するジアミンを用いて，
交互およびランダム構造のポリアミド酸また親水，疎水のホモポリアミ
ド酸を合成 し,NMRに より交互共重合性を確認 し，定序性 をもったポ リア ミ ド酸 を合成
す ることができた。 これ らポ リア ミ ド酸 をイ ミド化す ることにより両親媒性交互共重合 ポ
リイ ミドの合成 を行った。親水基 と疎水基を有す るポ リイ ミ ドは，それ らのホモポ リマー
と比較 して溶解性 と熱物性の違いが見 られた。
また親水基 としてスル ホン酸基 を有するジアミンを用い，オキシエチ レン基 もしくはメチ
レン基 を有す るジアミンとの両親媒性交互共重合ポ リイ ミ ドの合成 もお こなった。 スル ホ
ン酸基 を有す る交互共重合 ポ リイ ミ ドは，緩衝溶液 中で ミセル を形成 している と考 えられ
る結果が得 られた。 これまでにポ リイ ミ ド単体で ミセル を形成 した とい う報告 はな く， 自
身が初 の例 となる。現在、詳細に物性 を調べてい る段階である。
DAnの 位置選択的な反応性を利用 してこれまでに報告のないポ リイ ミ ドデ ン ドリマーの
合成をお こなった。中心分子か ら逐次的に世代を重ね るダイバージェン ト法によ り合成す
ることとした。 コアに トリア ミンを用いて，DAn及 びアニシジンを反応 させ ることによ
り第一世代ア ミ ド酸を合成 した。またイ ミド化を行い， 第一世代イ ミ ドの合成 に成功 した。
しか し第二世代ア ミ ド酸については,TOF-MSにより生成は確認できたが， 多くの副生成
物 も存在 してお り,反応が完全に進行す ることはなかった。 これ は,枝 部分が剛直ゆえに
立体障害等が厳 しいためと考 えている。本年度は,コ ア部分の構造 を再検討す ることによ
り，ポ リイ ミドデン ドリマーの合成 を目指す。
またDAnの 選択性を確認す るため，p-anisidine との反応 を行 った。その結果，DAnは芳
香族ア ミンに対 して6員 環 と5員環 とで94:6と い う比率で反応することをN MR•C
HPLC•CTOF-MS により確認す ることができた。今後は，この反応性の違いをよ り詳細 に
調べ る予定である。
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